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町
長

「
あ
じ
さ
い
ま
つ
り
」
も
10
年
目
、
今
年
も
、

き
れ
い
に
咲
き
誇
り
ま
し
た
ね
。

組
合
長

約
20
年
前
か
ら
、
先
輩
達
が
年
々
植
栽
さ

れ
て
き
た
も
の
で
す
。

剪
定
な
ど
で
失
敗
し
た

時
も
あ
り
ま
し
た
が
、

今
は
、
ど
こ
に
も
勝
る
山
だ
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

町
長

地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ま
れ
て
き
た

こ
と
が
、
今
に
至
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。

組
合
長

地
元
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
特
に
森
林
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
、
岩
め
ぐ
り
な
ど
埋
も
れ
て
い
た

資
源
の
発
掘
を
手
が
け
て
い
た
だ
き
、
大
野
山
の
観

光
や
魅
力
が
さ
ら
に
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

組
合
役
員

山
頂
へ
は
、
車
で
も
来
て
い
た
だ
け
る

の
で
、
高
齢
者
に
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

組
合
長

天
文
台
が
で
き
た
こ
と
で
、
天
文
フ
ァ
ン

も
来
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

町
長

こ
の
素
晴
ら
し
い
自
然
資
源
は
、
本
町
の
宝

物
と
思
っ
て
い
ま
す
。

組
合
役
員

健
康
ブ
ー
ム
で
、
山
に
親
し
む
方
が
増

え
ま
し
た
。
山
頂
か
ら
の
眺
望
は
、
心
身
と
も
に
落

ち
着
き
ま
す
。
登
山
客
の
喜
び
が
、
大
野
山
を
管
理

す
る
我
々
地
元
住
民
の
支
え
に
も
な
り
ま
す
。

組
合
長

「
森
が
枯
れ
る
と
水
が

枯
れ
る
、
水
が
枯
れ
る
と
人
が
枯

れ
る
」
と
い
い
ま
す
。
森
を
守
る

こ
と
が
、
私
た
ち
の
責
務
だ
と
思
い
ま
す
。
最
近
は
、

ご
み
を
持
ち
帰
る
人
も
増
え
、
マ
ナ
ー
も
良
く
な
り

ま
し
た
。

町
長

大
野
山
の
風
景
は
、
日
々
変
化
し
ま
す
。
耳

を
す
ま
せ
る
と
鳥
の
さ
え
ず
り
が
聞
こ
え
、
心
も
癒

さ
れ
ま
す
。
町
と
し
て
も
、
大
野
山
を
観
光
資
源
と

し
、
付
加
価
値
を
つ
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
維

持
・
管
理
は
大
変
で
す
が
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

▲７月1 0日のあじさいまつりに参加した真田町長
と盛況を喜ぶ皆さん

柏
原
生
産
森
林
組
合

大
野
山
の
魅
力
を
発
信

今
年
も
７
月
に
、
大
野
山
で
「
あ
じ
さ
い
ま
つ

り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
あ
じ
さ
い
は
、
地
元

柏
原
生
産
森
林
組
合
や
自
治
会
な
ど
が
、
山
頂
の

斜
面
一
体
に
１
万
５
千
株
の
苗
木
を
植
栽
し
、
観

光
の
名
所
に
と
取
り
組
ん
だ
の
が
は
じ
ま
り
で

す
。
今
や
、
町
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
一
つ
で
す
。

いつも大好きなお姉ちゃん

の後ばかりくっついて、遊ん

でいる桃菜ちゃん。いつまで

も仲良し姉妹でいてね。

父　良・母　朋子さん

阪下
さかした

桃菜
もな

ちゃん
1歳1カ月（つつじが丘）

松田
まつだ

泰征
たいせい

くん
1歳2カ月（島）

毎日「あーまたやった

な！」の連続、でも今はそ

れでいいんだよ。優しく元

気な泰征くんでいてね。

父　康夫・母　里衣子さん

この標語は「日本生活習慣病予

防協会」が提唱している健康習慣

のためのものです。「一無」は無

煙（禁煙）の励行、「二少」は

「少食」（腹八分目）と「少酒」

（日本酒で一合など）、そして「三

多」は多動、多休、多接です。

「多動」は運動のすすめで、歩行、

体操、筋力トレーニングなどの運

動を日常化することです。腰や膝

の痛みのために積極的に運動がで

きない場合は、できるだけ家の中

で動く工夫が大切です。「多休」

は質の良い休養（睡眠）を確保す

ること、そして「多接」は多くの

人・事・物に接すること、すなわ

ち家族や友人との会話を楽しみ、

趣味をはぐくみ、色々の社会活動

に参加して精神の健康に結び付け

て行くことです。

平成1 5年９月現在の日本におけ

る「百寿者」の数は2 5 , 0 0 0人です

が、これら「百寿者」が7 0～8 0歳

の頃にどのようなことに気をつけ

て生活をしてきたかという調査を

したところ、食事に気をつける

（腹八分目、緑黄野菜と肉・魚）、

適度な運動をする（日常生活の中

で体を動かす、歩く）、十分な睡

眠と休養をとる、物事にこだわら

ない生活、ゆとりのある生活をす

る（くよくよしない、いらいらし

ない）が上位を占めました。皆さ

ん、健康長寿をめざし、できるだ

け介護を受ける時間を短くするた

めに、よい健康習慣を身につける

よう努力しましょう。

医療法人 晴風園

杉生診療所 藤永逸 所長

「一無、二少、三多」
で良い健康習慣を

「「
清清
流流
猪猪
名名
川川
をを
取取
りり
戻戻
そそ
うう
町町
民民
運運
動動
」」
にに
対対
すす
るる

パパ
ブブ
リリ
ッッ
クク
ココ
メメ
ンン
トト
とと
町町
のの
考考
ええ
方方

本
町
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
に
あ
た
っ
て
、
町
の
重
要
な

計
画
な
ど
を
立
案
す
る
際
に
、
情

報
を
公
開
し
て
住
民
の
皆
さ
ん
の

意
見
を
募
集
し
、
検
討
結
果
を
公

表
す
る
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

制
度
」
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
そ
の
第
６
回
目
と
し
て

「
清
流
猪
名
川
を
取
り
戻
そ
う
町
民

運
動
基
本
計
画
」
に
つ
い
て
、
平

成
17
年
６
月
１
日
か
ら
同
30
日
ま

で
の
間
、
そ
の
素
案
を
公
表
し
、

皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
下
表
の
と
お
り
８

件
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
た
だ
い
た
ご
意
見
と
、
こ
れ

に
対
す
る
町
の
考
え
方
（
概
要
）

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

詳
細
は
、
企
画
政
策
課
で
閲
覧

で
き
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
紹

介
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
企
画
政
策
課

（
�
７
６
６
・
８
７
１
１
）
へ
。

８
項
目
に
わ
た
っ
て
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
意
見
に

対
し
、
清
流
猪
名
川
を
取
り
戻
そ
う
町
民
運
動
本
部
会
議
で
の
協
議
の
結

果
、
多
く
の
項
目
に
お
い
て
既
に
素
案
の
内
容
に
含
ま
れ
て
い
る
も
の
で

あ
り
、
よ
り
積
極
的
な
意
見
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
の
活
動
の
中
で
発

展
的
に
協
議
・
検
討
し
て
い
け
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

学 校 ・ Ｐ Ｔ Ａ の 協 力 は ？

意見 各種団体からの自発的な活
動への参加を待つのか、ある程度初
期においては動員をかける予定なの
か、行政の関与の程度が曖昧である
と感じました。

町の考え方 基本的には、自発的
な活動への参加としますが、「おも
い」を同じくする団体等への参加の
呼びかけも適宜していきたいと考え
ています。

自 発 的 な 活 動 と す る の か ？

意見　河川環境の改善、工法の検
討など、かなり専門的な知識が必要
であると思われ、コーディネーター
としての町職員の指導、あるいは学
識経験者の招聘が必要であると思わ

れます。
町の考え方　協議内容や検討課題

によっては、その分野の専門家の派
遣を県等関係機関に要請していきた
いと考えています。

専 門 的 な 知 識 が 必 要

意見　「部会」は実行委員会とし
ての性格付けなのか、活動部隊であ
るのか、住民が広く参加する場であ
るのかが良く分かりません。

町の考え方　「部会」は住民、各

種団体、事業者、行政が連携して広
く参加する場です。運動の目的別に
設置された４つの部会において、各
主体が意見交換を図りながら活動
し、運動の推進を図ります。

部 会 の 位 置 付 け は ？

意見　関心の高い人たちだけの会
議となっては、「町民運動」として
の実を挙げ得ないと思われるので、
何か別の仕掛けが必要と思います。

町の考え方　運動を展開していく

中で、関心の低い人たちにも河川愛
護の意識を持っていただくなど、運
動への参加意欲を醸成させていくよ
うな施策についても検討していきた
いと考えています。

「 町 民 運 動 」 の 仕 掛 け が 必 要

意見 推進体制に記載されている
各種団体・地縁として自治会が例示
されていますが、学校あるいはＰＴ
Ａなどの取り込みも必要であると思
います。

町の考え方 各種団体の中にＰＴ
Ａも含まれていると考えておりま
す。ご意見のとおり、学校はもとよ
りＰＴＡの協力も得ながら運動に取
り組んでいきたいと考えています。

パ ブ リ ッ ク コ メ ン ト 実 施 結 果

「 町 民 運 動 」 と 銘 打 つ 意 義

意見　重点運動としていくつかあ
げられていますが、押しなべて行政
がやること、やらなければならない
と感じていることが列挙されていま
す。町民運動と銘打つ意義が今ひと
つ明確でないように思えました。

町の考え方　基本計画（素案）は、
ワーキングチームによってまとめら
れたもので、その構成員には町職員
だけでなく、座長に県立人と自然の

博物館研究員をはじめ、各方面で活
躍されている一般の方々にも参加し
ていただきました。運動（施策）の
中には、公共事業で実施するものも
含め各々が取り組むべきこと、また
連携して行う必要があるものなどを
計画しており、共に考え共に行うと
いう参画と協働の観点から町民運動
として意義付けされたものと考えて
います。

意見　「運動のねらい」と「運動
の内容」の記載内容がダブっており、
同じことを言い換えているだけのよ
うな箇所が多く気になりました。

町の考え方　「運動のねらい」と

「運動の内容」は全く異質のもので
はないため、記載内容において重複
する部分がありますが、それぞれの
運動の意図するところを違和感なく
伝わるように記載したものです。

全 　 　 体

意見　 町民運動であるからには、
いかに多くの住民参加を促せるかが
成否の基準でしょうから、早速小中
学校の夏休みの宿題に取り入れると
か、のど自慢の取材ついでにＮＨＫ
で猪名川の特集をしてもらうとか、
思い切ったキックオフイベントも必
要ではないかと思います。

町の考え方　８月６日（土）全国
川サミットの事例発表において、本

町民運動について町内だけではなく
国内各地からの参加者に向けてアピ
ールしたいと考えています。また、
サミット開催を告知するうえでもラ
ジオ等のマスコミで取り組みを紹介
することが一つの成果であると考え
ます。今後の運動の中で、一人でも
多くの住民に参加していただけるよ
う、その方策について検討を重ねて
いきたいと考えています。

「運動のねらい」と「運動の内容」が同じでは？

猪名川町Ｂ＆Ｇ海洋センター

７月2 0日、オープンから４年

目を迎えたＢ＆Ｇ海洋センター

が入館者30万人を突破しました。

施設内には、子どもから大人

まで楽しめるよう、2 5ｍ（７コ

ース）プール、長さ５ｍのすべ

り台が楽しめる幼児用プール、

気泡で体をもみほぐすジャグジ

ーや多目的室、交流プラザなど

充実した設備が整っています。

今回、3 0万人目の入館者は、

川西市丸山台在住の佐藤美紀さ

んと宗一郎くん親子。佐藤さん

に は 、 真 田 町 長 か ら 利 用 料

1 0 , 0 0 0円分のプリペイドカード

と町制施行5 0周年記念ＤＶＤが

贈られました。


